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	応用
	抗原情報
	背景
	EPH受容体B6（EphB6）は、1006アミノ酸のタンパク質（約110 kDa）で構成され、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属します。Eph受容体とエフリンリガンドは、発生過程において明確に定義された機能を持つ膜結合型細胞間コミュニケーション分子です。EphB6は、様々な胚組織と成体組織の両方で発現しています。EphB6は、キナーゼドメインに保存されたアミノ酸にいくつかの変異が含まれており、触媒的に不活性であるという点で、受容体チロシンキナーゼのEphファミリーの中でユニークなメンバーです。EphB6は、細胞接着と細胞移動を正と負の両方で制御することができ、Srcファミリーキナーゼによる受容体のチロシンリン酸化は、機能遷移のための分子スイッチとして機能します。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	EphB6マウスmAbを用いたJurkat（1）およびNIH/3T3（2）細胞溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	パラフィン包埋ヒト膀胱癌（左）および再発癌（右）組織の免疫組織化学分析。DAB 染色による EphB6 マウス mAb を使用して細胞質の局在を示しています。

